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Abstract 
 We carried out a technical skills training project as a part of international exchange activities. The 

purpose of this short term training was to help the exchange students to utilize their experiences at our 

college as an opportunity to actively engage in earning technical skills and to give each one of them their 

individual learning outcome. The exchange students were engaged in their technical skills training 

designated for each student with their coaching professors, adding to their intercultural and multinational 

session such as Japanese culture learning and homestay programs. This paper presents 4 projects that 

were carried out in 2016. 1) Construction of temperature based motor controller 2) Fabricating school 

badges using different processing techniques 3) An internal combustion engine performance modifying 

experience by altering the cooling system efficiency 4) Phase changes ranging from pool boiling to 

refrigeration cycles.  

 

 

１． まえがき 

 

高専教育目標は「深く専門の学芸を教授し，職業に必

要な能力を育成すること」[1] と記載されており，高等

専門学校は「工学・技術系の専門教育を施すことによ

って，実践的技術者を養成することを目的にした教育

機関」[2] である．技術者という職業は，他の職業に比

べて明らかに専門性が求められる [3]．技術者の専門知

識には理論以外に実務的専門技術，専門訓練が重要で

あり，専門技術を充実させるためには理論や研究と共

にできるだけ実物を多く利用する実験や実習を中心と

した教育が不可欠である． 

高等教育機関では，急速に進む社会や産業界のグロ

ーバル化の中で，グローバル社会の中で活躍する人材

の育成が推進されている [4]． 独立行政法人国立高等

専門学校機構の第 2期中期計画においても，第 3期中

期計画においても，留学生の受け入れの増強や，教員

と学生の国際交流への積極的な取組みを推進している．
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各高専では，グローバルに活躍する人材を育成するた

めに，短期留学やインターンシップおよび技術協力な

ど海外の機関と国際交流締結などの取り組みが行われ

ている． 

各高専では，様々な国際交流に関する活動を行い，そ

れらについて報告が沢山されている．国際交流活動は,

学生の語学能力や満足度を向上させられるように長期

的な語学研修や異文化交流を行う事 [5]-[6]、総合学科

系の教員が中心となって実施する日本語・日本文化ワ

ークショップに受け入れ研修生たちが参加する機会を

滞在中に持ち，オリエンテーションタスクや交流授業

を通して日本人学生と交流したり協働したりする機会

を設け続けていること [7]-[8]，又，国際科学オリンピ

ック挑戦 [9] や国際インターンシップや学会発表 

[10]，国際共同教育の実践 [11]，技術者総合キャリア教

育の実践 [12], 工学実験用複合教材の開発 [13]，専門

分野での国際交流・共同研究 [14]-[15] など色々な形

で進んでいる．  

弓削商船高等専門学校においては，平成 22年 3月，

タイ王国ナコンパノム大学  (Nakhon Phanom 

University), 平成26年9月，モンゴル科学技術大学・

動力工学校 (School of Power Engineering, Mongolian 

University of Science and Technology)，平成27年8

月，モンゴル科学技術大学・交通機械工学校 (School of 

Mechanical Engineering and Transportation, 

Mongolian University of Science and Technology) と

国際交流協定を締結した．本協定では，両校の教員・研

究者および職員の相互交流訪問，学生の相互交流派遣・

受け入れ，共同研究と共同開発の推進などについて交

流を促進することを目的としている． 

今まで，国際交流を通してプロジェクトで得た成果

を国際会議 [16]，高専教育論文 [4] や弓削商船高等専

門学校の紀要 [17] に報告している． 

共同研究プロジェクトには，希望者から成績が2.3以

上の学生を選び参加させている．本専門技術教育を受

けた学生の人数や実施した年度を表1と表2に示す． 

 

表1 教員・学生の派遣情報 

年 学生数 教員数 訪問先教育機関 

2012 7 3 ナコンパノム大学 

2014 8 3 ナコンパノム大学 

2015 8 2 モンゴル科学技術大学 

2016 3 1 モンゴル科学技術大学 

2016 4 1 ナコンパノム大学 

2017 5 1 モンゴル科学技術大学 

表2 教員・学生の受入れ情報 

年 学生数 教員数 受入元教育機関 

2011 2 2 ナコンパノム大学 

2012 4 1 ナコンパノム大学 

2014 4 1 ナコンパノム大学 

2015 5 2 モンゴル科学技術大学 

2016 4 2 モンゴル科学技術大学 

 

一回の国際交流を通す共同研究プロジェクトでは，

授業および理論に約32時間，専門技術に約48時間，

合計約80時間を使用し，インターンシップを実施して

いる． 

共同研究プロジェクトに参加する学生により良い専

門教育を提供するために，2015年に本校を短期留学で

訪問したモンゴル科学技術大学の学生らと本校の学生

らに対して初めて、共同研究プロジェクトプログラム

内で，小プロジェクトを設置する試みを行った．この

小プロジェクトとは、一般的な技術教育に留まり、一

般的なテーマについて参加学生全員が 1 つのテーマで

共同研究を行うのではなく、学生の各々の専門分野に

準じて小プロジェクトを立ち上げ、それぞれの学生が

異文化の中でより深い次元で共同研究が出来るように

したものである。この小プロジェクトに対しては授業

および理論に約8時間，専門技術に約16時間，合計約

24時間を利用して実施するように定めた．本小プロジ

ェクトについては、行われた専門教育が非常に良かっ

た，効果的だったとのと評価を参加した短期留学生，

引率教員やMUST動力工学校長やMUST交通機械工

学校長らから得た。共同研究プロジェクトの中に小プ

ロジェクトを設置するのは，学生らに専門教育を提供

するのに適した方法だと判断されたので 2016 年に本

校を訪問したモンゴル科学技術大学の学生の共同研究

プロジェクトの中に小プロジェクトを再度設置し，実

施した． 

本校の学生が MUST を訪問した際の本校学生の学

習成果・研究結果については [17] に記載してある。本

稿では，今日までに取り組んで来た共同研究プロジェ

クトを通して行った専門教育について報告する． 

 

２． 目的 

 

 本校学生そして本校を訪問した学生に専門技術を体

験できる機会を与え，学生が実物を活用して理論の適

用について学ぶ事ができる専門教育を行う．具体的に

は：学生の派遣あるいは，受入れ前に小プロジェクト
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